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1. 平成29年9月期第3四半期の連結業績（平成28年10月1日～平成29年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年9月期第3四半期 25,009 3.5 709 3.6 788 57.6 466 135.8

28年9月期第3四半期 24,166 △0.5 685 △3.8 500 △21.5 197 △26.0

（注）包括利益 29年9月期第3四半期　　942百万円 （―％） 28年9月期第3四半期　　△116百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

29年9月期第3四半期 95.09 ―

28年9月期第3四半期 40.33 ―

※平成29年４月１日を効力発生日として、普通株式10株を１株とする株式併合を実施したため、前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１

　 株当たり四半期純利益を算定しております。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

29年9月期第3四半期 35,632 14,642 41.1

28年9月期 34,081 13,847 40.6

（参考）自己資本 29年9月期第3四半期 14,642百万円 28年9月期 13,847百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年9月期 ― ― ― 3.00 3.00

29年9月期 ― ― ―

29年9月期（予想） 30.00 30.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

※当社は、平成29年４月１日を効力発生日として普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しております。平成29年９月期（予想）の１株当たり期末配当

　 金につきましては、当該株式併合の影響を考慮した金額を記載しております。

　 株式併合を考慮しない場合の平成29年９月期（予想）の１株当たり期末配当金は３円となります。

　 詳細につきましては、「業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項」をご覧ください。

3. 平成29年 9月期の連結業績予想（平成28年10月 1日～平成29年 9月30日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 35,500 3.4 900 27.2 800 75.0 450 102.1 91.67

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

※平成29年９月期の通期の連結業績予想における１株当たり当期純利益につきましては、株式併合の影響を考慮しております。

　 詳細につきましては、「業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項」をご覧ください。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料８ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有

　　　の会計処理の適用）」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年9月期3Q 5,029,332 株 28年9月期 5,029,332 株

② 期末自己株式数 29年9月期3Q 120,317 株 28年9月期 120,075 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年9月期3Q 4,909,188 株 28年9月期3Q 4,909,098 株

※平成29年４月１日を効力発生日として、普通株式10株を１株とする株式併合を実施したため、前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮

　 定し、発行済株式数（普通株式）を算定しております。

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期
決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

（株式併合後の配当及び業績予想について）

　当社は、平成28年12月20日開催の第81回定時株主総会において、平成29年４月１日を効力発生日とする株式併合について承認可決され、普通株式10株に

つき１株の割合で株式併合を実施しております。なお、株式併合考慮前に換算した平成29年９月期の配当予想及び連結業績予想は以下のとおりとなります。

１．平成29年９月期の配当予想

　　１株当たり配当金　期末　３円

２．平成29年９月期の通期の連結業績予想

　　１株当たり当期純利益　通期　９円17銭
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１．当四半期決算に関する定性的情報

(1）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府や日銀の各種政策を背景に、企業収益、雇用・所得環境

は改善しており、個人消費、設備投資におきましても持ち直しの動きがみられるなど、緩やかな回復基調が続いて

おります。一方、海外経済におきましては、米国は着実に回復しており、欧州におきましても緩やかな回復が続い

ております。また、アジアでも中国を中心に、各種政策効果もあり、持ち直しの動きがみられました。しかしなが

ら、米国の政権移行による政策動向、英国のＥＵ離脱問題に伴う金融市場の動向などに留意する必要があり、先行

きについては、慎重な姿勢が続いております。 

 このような状況のもと、当社グループは、国内におきましては、当社の強みである独自の技術力や提案力と全国

に展開する営業組織を活かし、新製品を中心に積極的な営業活動を展開することにより販売の拡大に努めてまいり

ました。一方、海外におきましては、新たな海外販路の開拓と販売の拡大に取り組んでまいりました。 

 これらの結果、国内におきましては、前連結会計年度に各種政策の効果などにより増加した高性能防除機が減少

しましたが、林業機械、部品などが増加したことにより、国内売上高は19,691百万円（前年同四半期比2.8％増）

となりました。また、海外におきましても、林業機械、工業用機械が増加したことにより、海外売上高は5,317百

万円（前年同四半期比6.2％増）となり、当第３四半期連結累計期間の売上高合計は25,009百万円（前年同四半期

比3.5％増）となりました。 

 利益面では、生産高の減少に伴う原価率の上昇などによる売上総利益の減少はありましたが、売上高の増加、固

定費の削減に努めた結果、営業利益は709百万円（前年同四半期比3.6％増）となりました。経常利益は、円安に伴

う為替差益の増加などにより788百万円（前年同四半期比57.6％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は466百

万円（前年同四半期比135.8％増）となりました。 

 

 セグメント別の業績は、次のとおりであります。 

① 農林業用機械 

 国内におきましては、前連結会計年度に各種政策の効果などにより増加した高性能防除機が減少いたしました

が、林業機械、部品が増加いたしました。また、海外におきましても、林業機械が増加した結果、国内外の農林

業用機械の売上高合計は19,520百万円（前年同四半期比4.8％増）、営業利益は866百万円（前年同四半期比

8.0％増）となりました。 

② 工業用機械 

 国内におきましては、工業用ポンプが減少いたしました。海外におきましては、欧州向けの工業用ポンプが増

加した結果、国内外の工業用機械の売上高合計は3,679百万円（前年同四半期比2.1％増）、営業利益は657百万

円（前年同四半期比11.9％減）となりました。 

③ その他の機械 

 消防機械を主なものとする、その他の機械の売上高は1,661百万円（前年同四半期比7.3％減）、営業利益は86

百万円（前年同四半期比10.6％増）となりました。 

④ 不動産賃貸他 

 不動産賃貸他の売上高は385百万円（前年同四半期比1.9％減）、営業利益は218百万円（前年同四半期比9.1％

増）となりました。 
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(2）財政状態に関する説明 

 当第３四半期連結会計期間末における資産総額は35,632百万円となり、前連結会計年度末より1,550百万円増加

いたしました。これは、受取手形及び売掛金の増加（1,113百万円）、商品及び製品の増加（468百万円）などによ

るものであります。

 負債総額は20,989百万円となり、前連結会計年度末より755百万円増加いたしました。これは、短期借入金の減

少（3,379百万円）、賞与引当金の減少（316百万円）はありましたが、支払手形及び買掛金の増加（817百万

円）、電子記録債務の増加（633百万円）、長期借入金の増加（3,094百万円）などによるものであります。

 純資産総額は14,642百万円となり、前連結会計年度末より794百万円増加いたしました。これは、親会社株主に

帰属する四半期純利益を計上したことによる利益剰余金の増加（319百万円）、その他有価証券評価差額金の増加

（345百万円）などによるものであります。

 

(3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 通期業績予想につきましては、今後の事業環境などを見極める必要があるため、前回予想（平成28年11月11日）

を修正いたしませんが、見直しが必要であると判断した時点で速やかに開示いたします。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成28年９月30日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成29年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,343 2,333 

受取手形及び売掛金 10,380 11,493 

商品及び製品 6,058 6,527 

仕掛品 319 294 

原材料及び貯蔵品 1,751 1,761 

その他 787 714 

貸倒引当金 △20 △24 

流動資産合計 21,619 23,100 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 3,714 3,572 

土地 2,411 2,419 

その他（純額） 2,208 2,022 

有形固定資産合計 8,335 8,014 

無形固定資産 623 642 

投資その他の資産    

投資有価証券 2,773 3,272 

その他 756 626 

貸倒引当金 △27 △24 

投資その他の資産合計 3,503 3,874 

固定資産合計 12,462 12,531 

資産合計 34,081 35,632 

 

- 4 -

(株)丸山製作所(6316)　平成29年９月期　第３四半期決算短信



 

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成28年９月30日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成29年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 2,152 2,969 

電子記録債務 5,641 6,275 

短期借入金 5,701 2,322 

1年内償還予定の社債 72 242 

未払法人税等 77 270 

賞与引当金 610 294 

その他 1,263 1,050 

流動負債合計 15,519 13,424 

固定負債    

社債 332 111 

長期借入金 1,443 4,538 

退職給付に係る負債 2,593 2,578 

その他 345 338 

固定負債合計 4,714 7,565 

負債合計 20,234 20,989 

純資産の部    

株主資本    

資本金 4,651 4,651 

資本剰余金 4,525 4,525 

利益剰余金 4,686 5,006 

自己株式 △227 △227 

株主資本合計 13,636 13,955 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 783 1,128 

繰延ヘッジ損益 － △0 

為替換算調整勘定 △31 55 

退職給付に係る調整累計額 △539 △496 

その他の包括利益累計額合計 211 686 

純資産合計 13,847 14,642 

負債純資産合計 34,081 35,632 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    (単位：百万円) 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年10月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年10月１日 
 至 平成29年６月30日) 

売上高 24,166 25,009 

売上原価 17,613 18,498 

売上総利益 6,552 6,511 

販売費及び一般管理費 5,866 5,801 

営業利益 685 709 

営業外収益    

受取利息 1 1 

受取配当金 65 59 

為替差益 － 118 

その他 33 28 

営業外収益合計 100 208 

営業外費用    

支払利息 86 82 

持分法による投資損失 13 － 

為替差損 134 － 

金融関係手数料 28 27 

その他 21 19 

営業外費用合計 284 129 

経常利益 500 788 

特別利益    

固定資産売却益 0 0 

投資有価証券売却益 － 0 

特別利益合計 0 0 

特別損失    

固定資産処分損 73 2 

特別損失合計 73 2 

税金等調整前四半期純利益 427 786 

法人税等 229 319 

四半期純利益 197 466 

親会社株主に帰属する四半期純利益 197 466 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    (単位：百万円) 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年10月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年10月１日 
 至 平成29年６月30日) 

四半期純利益 197 466 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △254 345 

繰延ヘッジ損益 △0 △0 

為替換算調整勘定 △101 87 

退職給付に係る調整額 45 43 

持分法適用会社に対する持分相当額 △3 － 

その他の包括利益合計 △314 475 

四半期包括利益 △116 942 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △116 942 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

 また、見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使

用しております。

 

（追加情報）

（従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引） 

(1）取引の概要

 当社は当社及びグループ会社従業員のうち、一定の要件を満たす者に対する報酬の一部として当社株式を給付

することにより、報酬と当社の株価や業績との連動性をより強め、従業員が株主の皆様と株価上昇による経済的

な利益を共有することにより従業員の株価への意識や労働意欲を高め、ひいては中長期にみて当社グループの企

業価値を高めることを目的として、「株式給付信託（J-ESOP）」（以下「本制度」という。）を導入しておりま

す。

 本制度は、あらかじめ定めた株式給付規程に基づき、一定の要件を満たした当社及びグループ会社の従業員

（管理職員）に対し当社株式を給付する仕組みです。

 当社及びグループ会社は、従業員に対し個人の貢献度等に応じてポイントを付与し、当該従業員の退職時に累

積した付与ポイントに相当する当社株式を給付します。退職者等に対し給付する当社株式については、あらかじ

め信託設定した金銭により将来分も含め取得し、信託財産として分別管理いたします。

 本制度の導入により、従業員の勤労意欲や株価への関心が高まるほか、優秀な人材の確保にも寄与することが

期待されます。

(2）信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する会計処理

 「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第30号 平成

27年３月26日）第20項を適用し、従来採用していた方法により会計処理を行っております。

(3）信託が保有する自社の株式に関する事項

 ①信託における帳簿価額は前連結会計年度90百万円、当第３四半期連結会計期間90百万円であります。信託が

保有する自社の株式は株主資本において自己株式として計上しております。

 ②期末株式数は、前連結会計年度51,200株、当第３四半期連結会計期間51,100株であり、期中平均株式数は、

前第３四半期連結累計期間51,430株、当第３四半期連結累計期間51,150株であります。期中平均株式数は、

１株当たり情報の算定上、控除する自己株式に含めております。

 （注）平成29年４月１日付で普通株式10株を１株とする株式併合を実施いたしました。期末株式数及び期中平

均株式数は前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定して算出しております。

 

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１

四半期連結会計期間から適用しております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自平成27年10月１日 至平成28年６月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２ 
 

農林業用 
機械 

工業用 
機械 

その他の 
機械 

不動産 
賃貸他 

計 

売上高              

外部顧客への売上高 18,617 3,601 1,790 155 24,166 － 24,166 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
－ － － 237 237 △237 － 

計 18,617 3,601 1,790 393 24,403 △237 24,166 

セグメント利益 801 746 78 200 1,826 △1,141 685 

（注）１ セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用等であります。全社費用は、

主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自平成28年10月１日 至平成29年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２ 
 

農林業用 
機械 

工業用 
機械 

その他の 
機械 

不動産 
賃貸他 

計 

売上高              

外部顧客への売上高 19,520 3,679 1,661 149 25,009 － 25,009 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
－ － － 236 236 △236 － 

計 19,520 3,679 1,661 385 25,246 △236 25,009 

セグメント利益 866 657 86 218 1,828 △1,118 709 

（注）１ セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用等であります。全社費用は、

主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

（重要な後発事象）

 該当事項はありません。
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